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2024年度「土曜の放課後」の振り返り

佐伯啓思さんとの対話──日本と日本人

「踏み絵」（遠藤周作『沈黙』）について



2024年度「土曜の放課後」の振り返り

島薗進さんとの対話──「神様」について

超越者による〈赦し〉 
　- カトリックの「告解」 

　- 心理療法 

　- 観音信仰、「冥加」「冥利」



2024年度「土曜の放課後」の振り返り

齋藤亜矢さんとの対話──「人類」について

人類以外の霊長類における「交換」と「贈与」 
　- 「交換」＝シンボル（記号、象徴）の介在 

　- 「贈与」＝自他の同一化？」



2024年度「土曜の放課後」の振り返り

岡田暁生さんとの対話──「教養」について

教養は役に立つか、立たないか？  
　- 岡田：「実学」として役に立つ 

　- 吉岡：「役に立たない」ことの存在意義



2024年度「土曜の放課後」の振り返り

安藤裕さんとの対話──「お金」について

・ヨゼフ・ボイスの「Kunst=Kapital」 
・アート作品の市場価値 
・「信用創造」とは？  
・「ウァニタス」（Vanitas vanitatum et omnia vanitas.）



2024年度「土曜の放課後」の振り返り

安藤裕さんとの対話──「お金」について

・銀行にとって、貯蓄は貸し出しの原資なのか？  
・ケインズ、シュムペーターによる「信用創造」 
・国債発行＝貨幣の創造／徴税＝貨幣の消滅 
・トランプ後の世界、戦争はなぜ起こるのか？ 



2024年度「土曜の放課後」の振り返り

全体について

メディアでは保守（右翼？）と呼ばれる思想家の佐伯啓思さん
や、政治家の安藤裕さんと対談したこと。 
ネット、SNSにおけるコミュニケーションの現状と、対話にお
ける「そこに人がいる」という基本状況の重要性。 



2025年度に向けた計画2025年度「土曜の放課後」──哲学とアートをめぐる12のおしゃべり

① イントロダクション【オンライン】
② 老荘思想とVR（『道徳経』『荘子』「胡蝶の夢」と脳科学）
③ プラトン主義とシンギュラリティ（『国家』、Society 5.0）
④ ルネサンス哲学と現代貨幣理論（多面体論、複式簿記、信用貨幣論）
⑤ スピノザとエコロジー（『エチカ』、事物が思考すること）
⑥ デカルトと双極性障害２型（『情念論』、コギトの行き着く場所）
⑦ カント美学と現代アート（『判断力批判』、モダニズムの臨界点）
⑧ ヘーゲルと核戦争（『精神現象学』、「絶対精神」としてのICBM）
⑨ キルケゴール、ニーチェとSNS（『現代の批判』、メディアと最後の人間）
⑩ ハイデガーと人工知能（ＡＩは「世界-内-存在」の夢を見るか？）
⑪ 西田哲学とメディアアート（『善の研究』、禅のテクノ化？）
⑫ まとめ【オンライン】




